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１．問題の発端―「履修カルテ」導入と教職課程改革― 
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（２）「履修カルテ② ＜自己評価シート＞」 












れ、全体で 30 分類で構成されている。 















  校教育に関する理解が身についているか。」 
「○子どもに関する心理・発達論的な理解や子どもの状況に応じた対応方法等、子どもに関す 
  る理解が身についているか。」 
「○教科・教育課程に関する基礎知識・技能が身についているか。」などの観点が含まれ、主に 
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評価をふまえた評価 9 が報告され、大学の評価 10 と合わせた評価が行われる。「実践的な能力お









































                                                          
11 中田美喜子、記谷康之、広島女学院大学生活科学部生活デザイン・情報学科「特集 質保証と学生カルテ
を考える 学生カルテを利用した個別指導の効果～広島女学院大学～」 
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れている。より詳細な検討は、教職教室でも行っている。 
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憲法・教育基本法の精神をふまえるものである。教育へのあふれる情熱と使命感をもち、生徒の成長・発
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                中     略 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
47 勤務態度は良好で、日々、努力がみられた。授業実習の打ち合わせでは、自ら様々なアイデアを持ち出し、指導者と意見を交わし
た。授業実習において、事後に指摘した点においては、その都度、改善がみられた。生徒と接する時間を大切にしていた。 B
48 毎日意欲的に取り組むことができました。教科指導においても、毎日遅くまで教材研究に取り組み、分かりやすい授業をすることが
できました。また学級の生徒一人ひとりに声をかけ、生徒理解につとめることができました。 A
49 熱い志をもち、一生懸命、何事にも取り組む姿勢はとてもよかった。生徒のことを一番に考え、行動できるようになれてきていた。 B
50
教科指導では、試行錯誤を繰り返しながら、板書や発問の仕方にも改善がみられました。生徒指導では、昼食指導や清掃、終礼
にくわえ、バレー部の活動にも積極的に参加し、意欲的に生徒と関われました。各書類作成に苦労していましたが、勤務態度もま
じめで熱意が感じられました。
A
51 最初から最後まで、意欲的な態度を示し、すべての事柄に真摯な態度で取り組んだ。他人の助言を聞く姿勢と、その助言をすぐに
実践する能力は素晴らしく、日々着実に成長していった。教師としてやっていくのに十分な意欲と能力を有する人物である。 A
52
教科指導においては十分な教材研究と教具の準備を行い、創意工夫して計画的に授業を行った。指導態度もきわめて良好で、生
徒たちにも、その熱意は伝わっていたようである。２週間という短期間ではありましたが、努力を重ね、教師としての任務を果たして
いただけた。
A
53
自分の描いた授業の流れに、見学した部分や指導を受けた点をプラスしようと取り組み、毎時間、反省点を残しながらも、努力の
結果があらわれていました。授業の中で試行錯誤しながら、例や表現を生徒にあわせていろいろと工夫することもできていました。
研究授業においても、落ち着いてしっかり声を出し、一つ一つ性格に説明ができ、生徒たちが理解できるように努めることができて
いました。また「相手にわかりやすく表現して伝えること」の難しさを、この期間、身をもって感じられたと思います。もう少し、積極的
に教師をめざす姿勢を見せて、実習日
C
54 教材研究を十分に行い、生徒に授業内容を理解させようという意欲が強く感じられた。 A
55
教育活動において大切なものは、コミュニケーションです。他の教員との協力、生徒との信頼関係の構築、教材研究における教材
との対話など、コミュニケーションが重要になってきます。教育実習中に学んだコミュニケーションの大切さを忘れないで下さい。 D
56 真面目な実習態度で、夜遅くまで教材研究を行い、よく努力する姿勢がみられた。行事等と重なり、短期のために実習時間が不足
していたため、６月１２日（木）に追加の授業実習を行った。 A
57
教科の専門的な知識が乏しく、授業は平板的になりがちであったが、生徒との関わりを大切に、進んで声をかける等の取り組みが
できていた。教育実習に対する意欲と熱意があったこと、教育実習までの一年間、土曜日に来校して生徒の学習指導に取り組ん
できたことを含め、総合評価を「Ａ」とした。
A
58
実習期間の前半は、緊張と不安が目立ち、それが授業にも影響していたので、非常に厳しい指導をしたが、それを苦にせず改善し
ようと努力する姿勢が素晴らしかった。後半の実習授業や研究授業では、その努力が成果として明確なものとなった。意義のある
実習期間であったことを確信している。
A
59 実習期間中、出勤状況は大変よく、教科指導と生徒指導に力を注ぎ、特に教材研究に努力をしてくれました。実習時間が短いの
で、十分指導はできませんでしたが、よく頑張ったと思います。 A
60
全般的に生真面目さが、よく伝わる実習でした。授業を行うための準備、授業中の困り感のある生徒への対応、生徒とかかわろうと
努力する姿勢など真摯な姿が印象に残りました。臨機応変に話をしたり、対応することに関してはまだまだの部分もありますが、今
後の経験の積み重ねによって、変わっていくと思います。
B
61
教科指導案作成に追われ、生徒指導等、その他の勉強が十分に行えなかったように思われるが、３週間の実習期間を謙虚な姿勢
で頑張れたことは評価に値する。今後の努力・向上に期待する。 C
